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訪問調査日

①「ゆっくりゆったり、けれどもしっかり」の理念に基づき、仕事ばかりを優先するのではなく、個々の
利用者様の状態や意向に合わせた支援を行っています。
②「あったか地域で、あったか交流、みんなで作ろうあったかの輪」の理念を掲げているように、地域
との交流や、地域の活動に少しでも協力できることは行っていけるように、地域の情報をお聞きしな
がら協力できることはさせていただくようにしています。
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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 令和６年度

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない
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A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

A．充分にできている A．充分にできている

B．ほぼできている B．ほぼできている

C．あまりできていない C．あまりできていない

D．ほとんどできていない D．ほとんどできていない

A．充分にできている

B．ほぼできている

C．あまりできていない

D．ほとんどできていない

7
権利擁護に関する
制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援
事業や成年後見制度について学ぶ機
会を持ち、個々の必要性を関係者と話
し合い、それらを活用できるよう支援し
ている

法人全体による勉強会があり、当日出勤でなかっ
た職員に対しては研修報告を行い、各自資料を確
認するようにしている。対応が必要と思われる利用
者がいる場合には、アドバイスを行い支援できる
体制となっている。

6 虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関
連法について学ぶ機会を持ち、利用者
の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止
に努めている

毎月高齢者虐待防止委員会を開催し、施設内の
発生や疑いの有無確認、事例等を通じた高齢者
虐待についての検討を行っている。また、身体拘
束同様に年２回の勉強会も行っている。日頃より
職員同士声をかけあって、不適切な言動が見られ
ないように注意している。

5
身体拘束をしないケ
アの実践

代表者および全ての職員が「介護保険
法指定基準における禁止の対象となる
具体的な行為」を正しく理解しており、
玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる

毎月身体拘束廃止委員会を開催し施設内の発生
有無の確認、他事業所の事例を出し、当施設では
どのような対応を行するべきか検討を行っている。
また年２回以上は勉強会を行い、知識を深めると
ともに、意識の再確認を行っている。

4 市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取
り、事業所の実情やケアサービスの取
り組みを積極的に伝えながら、協力関
係を築くように取り組んでいる

入居者様ご家族様の相談、地域や外部からのご
相談も必要時は連携を図ることができるよう、対応
を行っている。また入居者様の担当の方もいらっ
しゃり、都度状況報告を行っている。

日常的な連絡は多くないが、必要時
には行えている。今後さらに連携を
深めていきたい。

3
運営推進会議を活
かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につ
いて報告や話し合いを行い、そこでの
意見をサービス向上に活かしている

年６回（概ね２月に１回）開催している。その際に状
況報告を行っており、参加者方からの意見をうか
がっている。施設内や地域の近況だけでなく災害
や感染症などの情報交換なども行えている。

今年度は7月にコロナウィルスが施
設内に発生したため、書面開催と
なったが、その１回だけで、５回事業
所開催ができた。その都度、報告
や、意見収集ができている。

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営

1 理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた
事業所理念をつくり、管理者と職員は、
その理念を共有して実践につなげてい
る

「ゆっくり、ゆったり、けれどもしっかり」をフロアや
詰所に掲げ、朝礼で唱和し、日々意識してケアに
あたるように努めている。そのほか、法人の理念
等もあり、曜日分けして朝礼で唱和している。

2
事業所と地域とのつ
きあい

事業所は、利用者が地域とつながりな
がら暮らし続けられるよう、認知症の人
の理解や支援の方法などを共有し、事
業所自体が地域の一員として日常的に
交流している

様々な感染症流行により現在でも外に出る機会が
少ない状況。近隣へのドライブや買い物などは少
人数ずつで行っている。また、地域の方から野菜
をいただいたり、行事のボランティアに来ていただ
くことも少しずつ機会が増えてきている。日常的な
交流が行えるように努めていく。

感染症を考えれば、積極的な交流
はなかなかむつかしい部分もあるか
もしれないが、避難訓練や行事に地
域の方を呼ぶところも増えてきてい
る。地域行事に参加するなど、交流
機会を増やしていきましょう。
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15
馴染みの人や場と
の関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよ
う、支援に努めている

入居者様の以前からの友人や近所の方などの面
会や電話があった場合、本人・ご家族の同意があ
れば、交流できるよう適時対応している。馴染みの
場所への外出等は個々に対応することが難しい場
合もあるため、ご家族等にもご協力をいただいて
いる。

個々に対応していくことは難しいと
思う。家族の協力のほか、ボラン
ティアを活用していくことも良い方法
ではないだろうか。

14
本人と共に過ごし支
えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場
におかず、暮らしを共にする者同士の
関係を築いている

軽作業、レクレーションのほか、介護業務を行って
いる際も日常会話をし、できることを一緒に行うこ
とで、良い関係性を築けるように努めている。ま
た、これまでの生活や性格等など気づいたことは
他の職員と共有し、関係作りを行っている。

13
同業者との交流を通
じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会を作り、ネットワークづくりや
勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組
みをしている

法人内ではグループホームが11か所あり、各管理
者と代表者との会議を毎月行っている。その際に
意見のやり取りや、訪問伺い等を行っている。他
法人の同業者との接する機会は最近少ないが、機
会を増やしていきたいと考えている。

12
職員を育てる取り組
み

代表者は、管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し、法人内外
の研修を受ける機会の確保や、働きな
がらトレーニングしていくことを進めてい
る

法人全体でオンラインでの研修を行っている。ま
た、様々な資格取得に取り組めるよう、法人内で
資格取得の勉強会も計画しており申し込めば参加
できるようになっている。外部研修は案内があった
際は、紹介し、可能な研修には参加している。介護
技術に関しては入職時は１対１で指導を行って、技
術を高められるよう配慮している。

11 就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力
や実績、勤務状況を把握し、給与水
準、労働時間、やりがいなど、各自が
向上心を持って働けるよう職場環境・条
件の整備に努めている

毎月代表者との会議があり、現場の状況（入居者・
スタッフ）の報告・相談をしている。その内容につい
ては毎月のミーティングで職員に報告を行ってい
る。各自が向上心を持って働けるよう、また家庭の
事情等に合わせた労働時間で勤務できるように職
場環境・条件の整備に努めている。

10
運営に関する職員
意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、反映
させている

ミーティングや勉強会の際に意見を出せる機会を
作っている。また必要に応じて随時個々に話すこと
ができる機会を設けている。意見を言える雰囲気
づくりに努めている。また、状況や必要に応じて、
法人担当者や代表者との面談の機会つくりを行っ
ている。

9
運営に関する利用
者、家族等意見の反

映

利用者や家族等が意見、要望を管理
者や職員ならびに外部者へ表せる機会
を設け、それらを運営に反映させている

契約時に相談窓口の紹介を行っている。また玄関
に相談箱を設置し、対応担当者を張り出している。
意見等伺った際は、職員間で話し合い、運営に反
映できるよう検討し、結果の報告を行っている。ま
た、面会等あった際はご意見等伝えやすいよう、
声をおかけしている。

8
契約に関する説明と
納得

契約の締結、解約また改定等の際は、
利用者や家族等の不安や疑問点を尋
ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている

入居前に説明を行い、理解・納得・同意のうえで契
約していただいている。疑問点などは、説明時だ
けでなく、適時応対している。退去後は関係機関
等と連携支援している。また、契約改定等あった場
合は、契約書と説明文を添え郵送し、質問や疑問
点は直接または電話にてご説明することで理解・
承諾をいただけるように努めている。
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23
重度化や終末期に
向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、早い段階から本人・家族等と話し
合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の
関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

契約時にご家族様へ看取り介護や終末期につい
て説明を行い、同意を得ている。またその時期が
訪れたときは再度希望を確認し、ご家族様・主治
医・看護師・職員全員と方針を話し会うようにして
いる。

22
入退院時の医療機
関との協働

利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に退
院できるように、病院関係者との情報
交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との
関係づくりを行っている

入院時には本人・ご家族同意のうえ、必要な情報
を医療機関に提供し、口頭でも詳しく説明するよう
にしている。入院中は定期的に状態確認なども行
い、病院関係者と連携を図っている。

21
かかりつけ医の受診
支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と
事業所の関係を築きながら、適切な医
療を受けられるように支援している

本人、ご家族の希望を伺い、かかりつけ医を選定
していただいている。適時、主治医・協力医療機関
と連携し、状態変化等の報告を行っている。必要
に応じて他の医療機関との連携も図り、受診等が
できるよう対応している。

20 地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域
資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

地域に出る機会を少しずつ増やしているが、頻度
は少ない。しかし、必要が生じたときなど、郵便局
や、市役所支所、スーパーなど外出支援を行うな
ど、本人の心身の力に応じて対応している。また、
ご家族に協力いただくこともある。

外に出る機会が増えてきている。地
域資源を活用しながら、ご本人ので
きる事を活かせるよう工夫を行って
いく。

19
一人ひとりを支える
ための事業所の多
機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービス
に捉われない、柔軟な支援やサービス
の多機能化に取り組んでいる

状況変化において、ご家族様・本人の安心が得ら
れるよう柔軟に支援を行っている。本人の状況変
化があった際は都度、ご家族へも電話にて報告を
行っている。また、その状況に応じて必要な関係機
関等ある場合は適時連携を行っている。

ご家族への報告や、協力支援をい
ただいたり、関係機関との連携を図
るなどして、状況に応じた対応が行
えるようにしており、今後も継続して
いく。

18
個別の記録と実践
への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間
で情報を共有しながら実践や介護計画
の見直しに活かしている

個々の日常生活の様子を観察し気づきや介護方
法の工夫など、介護記録のほか、申し送りノートに
も残して職員間での共有をしている。また毎月のフ
ロア会議や担当者会議で話し合い、介護計画の見
直しに生かしている。

17
チームでつくる介護
計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な
関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映し、現状に即した介護
計画を作成している

入居者様ご家族様の意向をうかがい、担当者会議
でご本人の意向に沿えた生活できるよう介護計画
作成を行っている。また毎月各フロアで会議をし、
入居者様ごとのモニタリングを行い、状況に応じた
支援を行っている。

ノートや会議をつかって、職員皆で、
ひとりひとりの状態確認などができ
ている。

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

16 思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方、生活環
境、一日の過ごし方の希望や意向の把
握に努めている

コミュニケーションの機会をつくり、入居者様の意
向をお伺いしたり、意思疎通の困難な方には日常
の行動を把握しご家族からこれまでの生活や意向
を伺い、把握ができるように努めている。また、知
りえたことは職員間で共有している。
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31 排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
一人ひとりの力や排泄のパターン、習
慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の
自立にむけた支援、便秘の予防等、
個々に応じた予防に取り組んでいる

24時間型排泄チェック表をにて入居者様個々の排
泄パターンに応じ、声かけ誘導を行っている。便秘
をしやすい方はおむつ使用でもトイレに座る時間
を作るなど、排便しやすいよう支援している。

30 口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、
毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人
の力に応じた口腔ケアをしている

毎食後の口腔ケアで介助が必要な方は支援をし、
自分でされる方は声かけや確認を行っている。義
歯は夜間は洗浄剤に浸けている。毎月１回歯科医
師による診察・歯科衛生士による舌・義歯洗浄口
腔ケア及び指導を受けている。

29
栄養摂取や水分確
保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう、一人ひとり
の状態や力、習慣に応じた支援をして
いる

食事量や水分摂取量を確認し、少ない場合は補
助食を検討するなど栄養バランスの確保に努めて
いる。嚥下状態に応じて刻み食・ミキサー食など提
供している。診察時には主治医に摂取状況の報
告、相談を行っている。

28
食事を楽しむことの
できる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用
者と職員が一緒に準備や食事、片付け
をしている

野菜の皮むきなど直接食材に触れたり、好みの物
や季節のものを献立に取り入れることで楽しく食事
ができるような雰囲気が作れるようにしている。ま
たアレルギー食以外に嫌いな食べ物等へも別メ
ニューにするなどの対応を行っている。

27
日々のその人らしい
暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりの日常生活における
希望や意向、暮らしのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

その人らしく、その日の体調や気分に合わせた過
ごし方ができるように支援している。食事や入浴に
かける時間や、一人で過ごされる時間、散歩等お
ひとりお一人の状態や思いに配慮しながら柔軟に
対応するようにしている。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

26
一人ひとりの尊重と
プライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ
イバシーを損ねない言葉かけや対応を
している

毎月の身体拘束廃止委員会や高齢者虐待防止委
員会時に普段の介護方法や声かけの見直しを
行っている。また普段から職員同士、声のかけ方
など気になった際は伝えあうようにし、入居者様が
不快な思いをしないよう心掛けている。

25 災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全
職員が身につけるとともに、地域との協
力体制を築いている

年２回防災避難訓練を行い、うち１回は消防松元
分遣隊に立ち会っていただき指導を受けている。
地域の方に災害時はご協力をお願いしている。ま
た災害発生時は事業所を避難所として活用できる
ように対応している。災害発生時の業務継続計画
も作成し、それに沿った訓練も行っている。

防災訓練や研修を行っており、全職
員が非常時に対応できるようにして
いる。地域とも協力体制を築けるよ
う、情報共有を行っていく。

24
急変や事故発生時
の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、
全ての職員は応急手当や初期対応の
訓練を定期的に行い、実践力を身に付
けている

毎月事故防止委員会を開催し、施設内のヒヤリ
ハット報告内容から検討会を行っている。また勉強
会にて緊急時の対応について学び、発生時に職
員が混乱に陥らないよう、急変や事故発生時の対
応マニュアルがある。
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39
居心地のよい共用
空間づくり

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ
かる力を活かして、安全かつできるだけ
自立した生活が送れるように工夫して
いる。共用の空間が、利用者にとって
不快や混乱をまねくような刺激がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、一人ひとりが居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

フロア内にソファやイスを置いており入居者様がそ
れぞれ好きな時間に好きな場所で過ごすことがで
きるように考慮している。フロアや各居室、トイレ等
は毎日清掃し衛生面に配慮している。居室内は家
具や車いす等の配置場所に常に配慮し動作しや
すい環境作りを心掛けている。

38 電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように支
援をしている

事業所から定期的に写真とお便りを送付し状態報
告を行っている。希望される入居者様・ご家族様に
は適時電話の支援も行っている。また、携帯電話
を所持している方もいらっしゃる。手紙も希望があ
れば対応を行う。

37
お金の所持や使うこ
との支援

職員は、本人がお金を持つことの大切
さを理解しており、一人ひとりの希望や
力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

希望される入居者様はご家族同意のもと、お金を
所持していただいている。買い物の依頼があれ
ば、可能であればご本人も出かけられるように支
援している。難しい場合は職員やご家族で購入す
るなどの対応を行っている。

36 日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、
戸外に出かけられるよう支援に努めて
いる。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

希望に応じて、外出の支援を行っている。希望を
お聞きした時にはご家族に連絡し、可能であれば
ご家族に協力いただいて一緒に外出できるようお
願いしている。

施設内行事でのドライブのほか、希
望や必要に応じて、買い物や役所な
ど行くこともある。行きたい場所等あ
る場合、ご家族に協力をいただくこ
ともある。

35
役割、楽しみごとの
支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活歴や力を活
かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分
転換等の支援をしている

入居者様の生活歴、嗜好を職員全体で把握し、洗
濯物、新聞たたみや食事の下準備等の軽作業な
ど力に応じてお願いしている。嗜好品はご家族に
差し入れをお願いしたり購入の支援を行い気分転
換をしていただいている。

これまでの生活歴をお聞きし、好ま
れる役割を行っていただいている。
嗜好品や楽しみ事はご家族にも協
力をいただくようにしており、喜んで
くださっている。

34 服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用、用法や用量について理解して
おり、服薬の支援と症状の変化の確認
に努めている

薬の説明書を個々でファイルし職員全員（希望時
は本人やご家族）が確認できるようにしている。服
薬時は名前等を確認し確実な服薬支援に努めて
いる。内服の変更があった際は職員全体へ周知
し、状態変化等の確認を行っている。

33 安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、休息したり、安心して気持
ちよく眠れるよう支援している

入居者様の生活習慣を考慮し午睡の時間、夜間
の就床時間等に配慮している。体調に応じて休む
時間なども個々で対応している。夜間は定期的に
あ様子を伺い、ゆっくり休むことができるよう空調
調整、体位や寝具の調整など支援している。

32
入浴を楽しむことが
できる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て入浴を楽しめるように、職員の都合で
曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった支援をしている

ひとり一人の希望を確認し好きなタイミングで入浴
していただけるようにしている。時間帯は、ある程
度限られてしまうが、可能な限り希望に近づけられ
るように配慮している。拒否がある方には翌日に
変更したり、清拭や足浴、更衣を勧め清潔が保持
できるように支援している。
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43

生活の継続性

本人は、自分のペースで、これまでの
暮らしの習慣にあった生活ができてい
る

これまでの暮らし方を伺い、ご希望に添えた過ごし
かたができるように配慮している。食事の時間に関
しては取り置き可能な時間内でお願いをしている。

44
本人は、自分のなじみのものや、大切
にしているものを、身近（自室等）に持
つことができている

本人がこれまでの生活の中で大事にしてこられた
物や写真など自由に持ち込みしていただいてい
る。遺影をおいて花を挿す方もいらっしゃる。

45
本人は、自分の意向、希望によって、
戸外に出かけることや、催（祭）事に参
加することができている

一人での外出は安全面の心配があるのでお断りし
ているが、ご家族へ連絡し、協力をいただいてい
る。近い場所など対応可能な際は職員が付き添っ
ており、なるべく希望に添えることができるよう心掛
けている。

ご本人の体調や、希望の場所にも
よるが、戸外に出かけられるように
支援している。ご家族にも協力をい
ただいており、今後も希望に添える
ことができるように対応していく。

41

本人は、自分の生活歴や友人関係、暮
らしの習慣、特徴など様々な情報をもと
に、ケア・支援を受けることができてい
る

本人の友人や知人など、本人・ご家族の同意が得
られれば、面会や電話など行えるよう対応をしてい
る。また、本人やご家族から以前の暮らし方などお
聞きし、個々に合った支援を行えるよう配慮してい
る。

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）

40

本人主体の暮らし

本人は、自分の思い、願い、日々の暮
らし方の意向に沿った暮らしができてい
る

居室でテレビや新聞、フロアでくつろぎ等、自由に
過ごしていただいている。意思疎通の困難な方や
重度の認知症の方が、徘徊等される時は、無理に
制さず、安全面に気を付けながら職員が付き添っ
て動作をしていただいている。

42

本人は、自分の健康面・医療面・安全
面・環境面について、日々の状況をもと
に、ケア・支援を受けることができてい
る

毎日体調確認を行い、必要に応じて医療機関の受
診を支援している。食事・排泄・入浴等清潔面に対
しても個々の状況に応じてケア・支援を行ってい
る。また、ご本人にも都度説明を行い、生活をして
いただいている。
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49 総合
本人は、このGHにいることで、職員や
地域の人々と親しみ、安心の日々、より
よい日々をおくることができている

外部の人との交わりの少ない中、施設行事や日々
のレクレーションを充実させ、また、健康状態の把
握　異常時の早期受診、治療につなげる事で本
人・ご家族様にも安心して過ごしていただけるよう
努めている。天気の良い日は庭に出たり、ドライブ
に行く行事も計画し、閉塞感のない暮らしができる
よう支援を行っている。

外に出る機会が増えている。施設内
庭でも農作物の収穫や日光浴など
活発に過ごすことができる時間を
作っている。また、家族とのつながり
や、体調面など生活全般に安心して
暮らすことができるよう、支援を続け
ていく。

47
本人は、自分がいきいきと過ごす会話
のひと時や、活動場面を日々の暮らし
の中で得ることができている

介護やレクレーションの場で職員やほかの入居者
様との会話の機会作りを行っている。また、それぞ
れの残存機能を生かした作業・行動を見守りなが
ら、安全に行っていただけるように支援している。
居室からラジカセを食堂にもってきて他の入居は
様と音楽鑑賞される方もいる。

46

本人が持つ力の
活用

本人は、自分ができること・できないこ
と、わかること・わからないことを踏まえ
た、役割や、楽しみごとを行うことがで
きている

洗濯物やエプロンたたみ、野菜の下ごしらえなどご
本人の能力に応じて行っていただいている。日常
の動作では車いす駆動・歩行できる方は近くで見
守り、自立支援につなげるように支援している。

48
本人は、自分なりに近隣や地域の人々
と関わったり、交流することができてい
る

頻度は少ないが、交流の機会作りを行っている。
避難訓練や外出時など。また、近隣の方に野菜を
いただくこともあり、間接的であるが、その紹介も
行っている。

外出の機会は多くないが、少しでも
近隣や地域との関りを持つことがで
きるように、機会を増やしていく。



　（参考様式４） 事業所名　グループホームあったかハウス松元

目標達成計画 作成日：　令和　　７年　　３月　　20日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2

感染症流行等により、外に出る機会が少ない状
況。昨年よりドライブや買い物など出る機会は
増えているが、地域行事等の参加が少ない。

入居者様だけでなく事業所全体で地域の一
員として交流を持つことができるようにする。

・地域行事や活動の情報収集と参加
・運営推進会議を活用して取り組みを発信
・施設行事の案内

12ヶ月

2 13

管理者や一部職員は、ある程度、同業者との関
りを持つ機会があるが、少ない職員が多い状
況。

法人内だけでなく、法人外同業者との関りの
機会があれば参加し、ネットワーク作りを
行っていく

・研修や連絡会の開催情報収集
・全職員に案内し、参加機会をつくる
・ネットワークつくり

12ヶ月

3 20

必要に応じて地域資源の活用を行っているが、
一部の方に限られている傾向がある。

事業所だけでなく、家族や知人等の協力を
得ながら、必要な地域資源の活用を行って
いく

・市役所や郵便局などの用事の付き添い、家族
への依頼
・近隣スーパーへの買い物同行
・他資源の情報h収集

12ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


